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地
域
を
つ
な
ぐ
祭
り

　
早
く
も
百
花
繚
乱
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。
地
方
新
聞
で
は
方
々
の
春
祭
り
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
華
や
か
な
衣
装
を
身
に
纏
っ
た
お
渡
り
や
絢
爛
豪
華
な
神
輿
を
担
う
掛
け
声

が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
で
す
。

　
祭
り
は
、
氏
子
崇
敬
者
を
始
め
多
く
の
人
々
の
魂
を
奮
い
起
こ
し
、
人
と
人
の
心
を

結
び
、
そ
し
て
和
め
る
力
が
あ
り
、
地
域
に
根
づ
き
先
人
た
ち
が
護
っ
て
こ
ら
れ
た
伝

統
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、
地
域
の
振
興
と
人
の
融
和
の
源
で
あ
り
、
盛
大
に
執
り
行
う

事
で
平
和
と
安
定
に
も
繋
が
り
ま
す
。
日
本
の
国
は
、
各
地
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
を
基

盤
に
し
て
発
展
し
て
き
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
過
疎
化
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
祭
り
を
継
承
す
る
の
に
様
々
な
問
題
が
存
す

る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
人
口
の
多
い
都
市
部
の
空
洞
化
、
過
疎
地
域
で
は

猶
更
の
事
で
奉
仕
者
の
減
少
等
、
夫
々
時
代
と
共
に
露
呈
す
る
諸
問
題
に
対
処
し
な
が

ら
も
知
恵
を
絞
り
、
よ
り
満
足
で
き
る
祭
り
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
時
の
趨
勢
の

中
で
祭
り
も
姿
を
変
え
、
時
代
に
応
じ
て
成
長
し
た
祭
り
も
有
り
、
地
域
の
特
殊
性
を

生
か
し
、
お
供
え
物
や
神
事
に
係
る
神
賑
行
事
も
特
色
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
そ
の

地
域
の
伝
統
で
あ
り
文
化
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
祭
り
は
、
例
祭
と
言
わ
れ
る
通
り
、
同
じ
時
期
に
同
じ
よ
う
に
執
り
行
わ
れ
る
事
が

第
一
で
あ
る
事
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
祭
り
の
意
義
や
精
神
を
正
し
く
理
解
し

心
を
籠
め
神
職
・
氏
子
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
て
ご
奉
仕
す
る
事
で
お
祭
り
に
参
列
し

奉
仕
す
る
姿
勢
や
心
構
え
が
変
わ
り
、
よ
り
盛
大
な
祭
り
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
王
朝
時
代
か
ら
綿
々
と
伝
わ
る
当
社
の
「
古
例
大
祭
」
は
地
域
の
平
安
・
安
寧
・
穀

物
の
豊
穣
に
あ
ら
ゆ
る
商
工
業
の
繁
栄
を
祈
る
大
切
な
地
域
挙
げ
て
の
重
儀
で
、
先
人

達
が
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
護
り
伝
え
て
き
た
大
切
な
宝
で
あ
り
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
地
域
の
宝
の
一
つ
と
し
て
先
人
の
思
い
に
心
を
致

し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
参
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
祭
り
に
格
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
共
に
繁
栄
を
祈
り
、
お
祭
り
を
楽
し
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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鎌
倉
時
代
の
古
記
録
に
も
現
れ
る
当
社
年
間
の
最
重
儀
。

　
当
日
、
四
月
二
十
二
日
は
午
前
八
時
半
か
ら
大
祭
を
斎
行
。
午
前
十
時
に
は
列

次
を
整
え
て
お
渡
り
が
出
発
し
ま
す
。

　
そ
の
行
列
は
馬
頭
人
・
御
使
殿
を
中
心
に
騎
馬
供
奉
四
十
数
頭
、
御
神
輿
や
御

鳳
輦
の
供
奉
者
な
ど
鎌
倉
時
代
を
再
現
し
て
豪
華
絢
爛
の
時
代
絵
巻
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

馬頭人

田
た

口
ぐち

　源
げん

太
た

郎
ろう

 氏
昭和23年９月７日生（満76歳）
◦住所	 彦根市本庄町
◦現職	 たぐち農産株式会社　会長
	 多賀大社豊年講　大世話係
◦褒章	 黄綬褒章（農業）

御使殿

小
こ

菅
すが

　翔
しょう

輝
き

 氏
平成16年４月１日生（満20歳）
◦住所　犬上郡多賀町八重練
◦現在　	龍谷大学　三回生

※令和７年３月１日現在

差定式

祭りのハイライト富の木渡し

地元小学生奉仕の倭舞

柏の会による奴振り

氏子を中心とした神輿渡御
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多賀大社とは節分祭の豆
まきに奉仕をした事によ
りご縁が深まり、今年は
昭和100年の節目の年に
祈年使の大役を受け、身
に余る名誉な事と恐縮し
ております。3月17日は滞りなく祈年祭のご奉仕が出
来るよう務めて参りたいと思っております。

趣味：	ゲートボール・グラウンドゴルフ・家庭菜園

幼少の頃より年初めには
お参りし、夏の万灯祭に
もよく出かけた多賀大社
におきまして、今年喜寿
の年齢を迎える佳節の年
に豊年使という大役を引
き受ける事となりましたのも何かのご縁であり、恙な
く新嘗祭のご奉仕をしたいと思っております。

座右の銘：一期一会

彦根市薩摩町　稲地区

	 〈講員数〉290名

福
ふく

原
はら

　一
かず

馬
ま

 氏

米原市西坂　息郷地区

	 〈講員数〉156名

前
まえ

田
だ

　義
よし

信
のぶ

 氏

根こ
ん

源げ
ん

神
社

　
こ
の
た
び
東
京
都
港
区
三
田
の
真
言
宗
大
本
山 

弘
法
寺
境
内
に
多
賀

大
社
の
御
分
霊
社
「
根こ

ん
源げ
ん
神
社
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
去
る
令
和
六
年
十
一
月
十
三
日
、多
く
の
寺
院
関
係
者
が
参
列
す
る
中
、

稲
毛
権
宮
司
以
下
三
名
の
神
職
に
よ
っ
て
遷
座
祭
と
竣
功
奉
告
祭
が
執

り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

弘
法
寺
管
長
の
小
田
全
宏
氏
は
、
地
元
彦
根
市
の
ご
出
身
で
、
東
京

大
学
卒
業
後
、
松
下
政
経
塾
に
学
ば
れ
、
独
自
の
人
間
教
育
・
経
営
哲

学
を
実
践
す
る
た
め
全
国
各
地
で
講
演
活
動
と
研
修
会
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
五
年
よ
り
十
年
間
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育

成
を
め
ざ
し
て
創
設
さ
れ
た
多
賀
大
社
文
化
振
興
基
金
の「
多
賀
創
世
塾
」

塾
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
そ
の
ご
縁
も
あ
っ
て
今
回
の
神
社
建
立
と
な
り

ま
し
た
。

東
京
に
新
し
い
神
社
が
で
き
ま
し
た

祈年祭奉仕
（豊年講春季大祭）

三月十七日

祈年使

新嘗祭奉仕
（豊年講秋季大祭）

十一月二十三日

豊年使
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は
こ
の
氏
子
圏
よ
り
も
さ
ら
に
広
い
範
囲
か
ら
出
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
大
祭
に
際
し
て
は
氏
子
圏
以
外
の
村
々

も
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

多
賀
大
社
の
春
秋
の
古
例
大
祭
の
大
き
な
特
色
は

頭
人
の
存
在
に
あ
る
。
頭
人
は
氏
子
を
代
表
し
て
一
定

の
期
間
を
限
っ
て
神
に
仕
え
る
役
目
で
あ
る
。
現
在
で

は
多
く
の
祭
礼
に
お
い
て
頭
人
は
く
じ
や
年
齢
順
な
ど

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
多
賀
大
社
の
場
合
は

神
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
差
定
と
い
う
古
風
な
形
が
と

ら
れ
て
い
る
。
多
賀
大
社
社
務
所
が
出
し
て
い
る
『
多

賀
大
社
頭
人
芳
名
録
』
に
は
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）

　
令
和
五
年
三
月
に
多
賀
町
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な

り
多
賀
大
社
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
っ
て
『
多
賀
大
社

等
祭
礼
調
査
報
告
書
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
近
江

の
郷
祭
り
調
査
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
私

は
そ
の
調
査
を
担
当
す
る
委
員
会
の
長
と
し
て
、
数
年

間
に
わ
た
り
多
賀
大
社
の
さ
ま
ざ
ま
な
祭
礼
を
見
学
し
、

多
賀
大
社
が
持
つ
膨
大
な
古
文
書
な
ど
に
つ
い
て
も
実

見
す
る
機
会
を
得
た
。
一
連
の
調
査
、
報
告
書
作
成
な

ど
は
随
分
大
変
な
作
業
で
は
あ
っ
た
が
、
多
賀
大
社
の

よ
う
な
歴
史
あ
る
神
社
の
祭
礼
を
、
民
俗
と
歴
史
の
両

面
か
ら
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
望
外
の

幸
せ
で
あ
っ
た
。

　
そ
も
そ
も「
近
江
の
郷
祭
り
」と
は
、国
に
よ
っ
て「
記

録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」

と
い
う
長
い
名
前
の
文
化
財
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
郷
祭
り
と
は
複
数
の
集
落
に
よ
っ
て
お
こ
な

わ
れ
る
神
社
の
祭
り
を
意
味
し
て
い
る
。
一
般
に
氏
神

は
各
集
落
に
一
つ
鎮
座
し
、
地
元
の
人
々
は
そ
れ
を
信

仰
し
祭
祀
を
務
め
る
の
を
常
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と

は
ま
た
別
に
広
域
の
人
々
に
よ
っ
て
祭
祀
さ
れ
る
神
社

が
あ
り
、
そ
の
祭
が
郷
祭
り
な
の
で
あ
る
。
一
般
の
氏

子
に
は
自
分
の
集
落
の
氏
神
と
広
域
で
ま
つ
る
神
社
の

二
つ
が
あ
る
こ
と
と
な
り
、
民
俗
学
で
は
こ
れ
を
二
重

氏
子
制
と
呼
ん
で
い
る
。
郷
祭
り
は
滋
賀
県
、
こ
と
に

湖
東
地
域
に
多
く
み
ら
れ
る
が
、
多
賀
大
社
の
春
秋
の

祭
礼
は
そ
の
典
型
例
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

郷
祭
り
と
い
う
視
点
か
ら
多
賀
大
社
の
祭
礼
を
概
観
し

て
み
た
い
。

　
『
滋
賀
県
神
社
誌
』
に
よ
れ
ば
多
賀
大
社
の
氏
子
圏
は
、

現
在
の
多
賀
町
に
含
ま
れ
る
一
七
の
集
落
で
あ
る
。
多

賀
大
社
の
周
辺
に
は
複
数
集
落
に
よ
っ
て
祭
祀
さ
れ
る

神
社
は
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
も
多
賀
大

社
の
氏
子
圏
は
ず
い
ぶ
ん
と
広
い
。
た
だ
後
に
述
べ
る

よ
う
に
春
の
古
例
大
祭
の
主
役
と
も
い
う
べ
き
馬
頭
人

富の木渡し式

滋
賀
県
立
大
学 

教
授

　
市
川
　
秀
之
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以
上
の
よ
う
に
四
月
の
春
季
大
祭
の
馬
頭
人
は
旧
犬

上
郡
全
域
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
越
え
た
広
い
範
囲
か
ら

選
ば
れ
て
き
た
が
、
九
月
の
秋
季
大
祭
の
頭
人
の
選
出

範
囲
は
ま
た
違
っ
た
様
相
を
見
せ
る
。

　
九
月
頭
人
に
つ
い
て
は
犬
上
郡
の
村
落
か
ら
選
ば
れ

る
点
は
四
月
馬
頭
人
と
同
様
で
あ
る
が
、
と
く
に
多
賀

大
社
周
辺
の
村
落
か
ら
出
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
多

賀
が
三
七
名
と
最
も
多
く
、
土
田
の
二
三
名
が
こ
れ
に

次
ぐ
。
こ
の
ほ
か
大
尼
子
、
敏
満
寺
な
ど
一
一
ケ
村
が

一
〇
名
以
上
の
頭
人
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

四
月
馬
頭
人
を
多
く
出
し
て
い
た
彦
根
は
二
人
で
あ
り

高
宮
か
ら
は
出
て
い
な
い
。

　
現
在
で
は
春
季
大
祭
の
馬
頭
人
・
御
使
殿
、
九
月
頭

人
な
ど
は
選
出
区
域
を
い
く
つ
か
さ
だ
め
て
そ
の
中
か

ら
選
ば
れ
る
形
に
変
化
し
て
い
る
が
、
や
は
り
犬
上
郡

の
広
域
の
村
々
が
祭
礼
を
支
え
る
形
に
は
変
化
は
な
い
。

多
賀
大
社
の
春
秋
の
大
祭
は
、
非
常
に
広
域
の
人
々
に

よ
っ
て
祭
祀
さ
れ
る
郷
祭
り
の
代
表
で
あ
り
、
そ
こ
に

多
賀
信
仰
の
大
き
な
特
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

参
考
文
献

多
賀
町
教
育
委
員
会
・
多
賀
町
立
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　『
多
賀
大

社
等
祭
礼
調
査
報
告
書
』　
令
和
五
年

櫻
井
勝
之
進
　「
多
賀
大
社
春
祭
の
頭
人
」『
社
会
と
伝
承
』

一
五
巻
二・三
号

こ
と
で
あ
る
。
特
に
彦
根
か
ら
は
実
に
一
一
五
人
の
馬

頭
人
が
出
さ
れ
て
い
る
。
櫻
井
勝
之
進
氏
（
昭
和
五
四

年
～
平
成
二
年　
多
賀
大
社
宮
司
）
に
よ
る
と
馬
頭
人

は
三
年
に
一
度
は
彦
根
か
ら
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
。
ま
た
近
世
に
は
中
山
道
第
二
の
戸
数
を
持
つ

宿
場
町
で
あ
っ
た
高
宮
か
ら
も
四
〇
人
の
馬
頭
人
が
出

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
近
在
の
町
場
の
裕
福
な
商
人
が

馬
頭
人
と
し
て
春
季
大
祭
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
現
在
の
豊
郷
町
東
部
は
近
世
に
は
犬
上
郡
に
含
ま

れ
て
い
た
が
、近
世
中
期
ま
で
は
馬
頭
人
が
出
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
に
入
る
と
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
豊
郷
町
八
目
な
ど
は
計
七
名
の
馬
頭
人
を
出
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
豊
郷
に
住
む
近
江
商
人
の
経
済
的
成
長

に
関
連
し
た
動
き
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
多
賀

を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
村
々
か
ら
多
く
の
馬
頭
人
が

出
て
い
る
の
は
あ
る
意
味
当
然
で
あ
る
が
、
山
村
地
区

で
あ
る
旧
芹
川
村
（
現
多
賀
町
）
の
村
々
か
ら
も
近
世

前
期
に
は
馬
頭
人
が
選
ば
れ
て
い
る
。
時
代
が
下
る
に

つ
れ
て
馬
頭
人
が
選
ば
れ
る
範
囲
は
広
が
り
、
近
代
に

入
る
と
犬
上
郡
以
外
の
滋
賀
県
下
や
、
滋
賀
県
外
か
ら

も
馬
頭
人
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

も
多
賀
信
仰
の
広
が
り
の
一
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
ま
た
現
在
は
春
季
大
祭
の
御
使
殿
は
、
多
賀

大
社
周
辺
の
集
落
か
ら
順
番
を
決
め
て
選
ば
れ
て
い
る

が
、
近
世
に
は
多
賀
大
社
の
神
職
家
が
交
代
で
つ
と
め

て
お
り
、こ
れ
は
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
ま
で
続
く
。

以
降
の
、
四
月
祭
礼
の
馬
頭
人
、
九
月
祭
礼
の
頭
人
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
ま
で

は
六
月
祭
礼
に
も
頭
人
が
奉
仕
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ

も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
全
体
で
は
四
〇
〇
年
以
上
に
わ

た
る
長
期
間
の
記
録
に
な
る
の
で
、
概
略
を
知
る
た
め

に
一
〇
〇
年
単
位
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
礼
の
頭
人
の
居

住
地
を
整
理
し
て
み
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
賀
大
社
の

信
仰
圏
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
春
季
大
祭
の
馬
頭
人
か
ら
み
て
み
よ
う
。
基
本

的
に
は
犬
上
郡
の
各
村
か
ら
馬
頭
人
は
選
出
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
な
か
で
も
ま
ず
気
づ
く
の
は
彦
根
、
高
宮

と
い
っ
た
町
場
か
ら
多
く
の
馬
頭
人
が
出
さ
れ
て
い
る差定式
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◆
多
賀
町

髙
橋
　
　
守

松
原
　
浩
三

飯
尾
　
俊
一

宮
野
　
勝
己

内
堀
　
輝
男

小
林
　
紳
悟

小
林
　
雅
世

加
藤
　
義
和

◆
彦
根
市

尾
田
　
宗
久

青
木
　
宏
泰

橋
山
　
祝
子

川
下
加
代
子

鈴
木
　
大
祐

川
島
喜
代
子

◆
栗
東
市

野
村
　
昌
弘

中
野
　
光
一

小
山
　
領
一

園
内
　
悦
雄

◆
東
近
江
市

込
山
　
佳
寛

込
山
利
志
栄

小
林
　
和
男

小
林
き
よ
み

野
矢
　
紀
満

山
田
　
　
浩

中
村
　
達
夫

稲
葉
　
　
悟

稲
葉
　
芳
子

上
原
　
　
司

村
松
　
　
清

薫
森
　
清
行

薫
森
　
澄
子

上
林
　
　
昭

上
林
　
真
理

西
　
　
邦
和

中
田
　
　
毅

𠮷
岡
　
義
則

◆
愛
荘
町

上
林
　
清
作

辻
　
　
甚
誠

阿
部
　
千
博

森
本
　
博
文

髙
山
彦
重
郎

嶋
寺
　
　
隆

三
宅
　
　
勝

大
久
保
　
勉

井
上
　
主
久

佐
々
木
伸
洋

北
川
　
洋
一

片
桐
　
祥
司

片
桐
　
　
誠

金
森
　
　
啓

北
村
　
正
士

西
川
　
勇
治

長
谷
川
道
明

中
村
　
正
利

松
嶋
　
喜
巳

川
瀬
　
智
子

◆
近
江
八
幡
市

分
木
　
賢
一

中
井
　
　
清

沖
　
　
茂
樹

今
宿
　
裕
子

太
田
　
広
子

西
村
由
比
子

川
原
﨑
景
一

◆
竜
王
町

澤
井
　
一
記

澤
井
美
智
代

勝
見
　
太
一

犬
井
　
勇
司

◆
日
野
町

和
田
　
昇
三

和
田
美
代
子

木
村
　
郁
夫

吉
澤
　
利
夫

吉
澤
加
代
子

柴
田
　
和
英

前
川
　
直
二

田
中
　
清
和

小
林
　
　
昇

生
駒
　
善
文

◆
米
原
市

岸
　
　
明
宏

北
川
　
尚
子

千
葉
　
康
栄

成
宮
　
正
彦

◆
長
浜
市

久
保
田
健
次

久
保
田
敏
子

中
村
　
忠
浩

奥
川
　
正
洋

奥
川
　
昌
代

川
﨑
　
竹
志

川
上
　
育
男

廣
瀬
　
圭
孝

宮
部
　
康
之

中
川
英
二
朗

三
木
　
芳
嗣

髙
山
　
光
生

寺
田
　
昭
彦

寺
田
　
敦
子

吉
田
　
光
徳

吉
田
多
美
子

前
川
　
重
樹

前
川
　
純
子

荒
北
　
　
均

岸
田
　
利
彦

上
野
　
陽
平

岩
田
　
吉
永

内
海
　
弘
樹

堀
　
　
一
郎

杉
　
　
義
孝

杉
　
ち
ず
る

◆
愛
知
県

安
藤
　
良
兼

安
藤
美
智
子

二
月
二
日　
節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
日
曜
日
と
い
う
事
も
あ
り
境
内
は
多
く
の
福
を
も
と
め
る
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ご
奉
仕
の
ご
縁
を
以
っ
て
節
分
会
員
に
な
ら
れ
た
一
〇
九
名
の
皆
様
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

奉
仕
者
ご
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

❖ 

御 

礼

福
豆
奉
納　
　
　
神
﨑　
治
氏

鬼
神
楽
奉
納　
　
因
原
神
楽
団
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　当社では結婚50年を迎えられたご夫婦を対象に金婚
莚寿祭を行っております。
　本年は７月13日（日）
に執り行います。
　参加ご希望のご夫婦は案
内状をお送りしますので神
社までご連絡下さい。
　本年より世間一般での数え方（結婚された年は０年）で
案内する事と致しましたので、
昭和50年にご結婚されたご夫婦が対象となります。
　昨年ご参加のご夫婦には重複対象になるかと思いますが
何卒ご了承下さい。

参加費／ご夫婦で20,000円（祈祷料・記念品・お食事）

　
こ
の
度
、
昨
年
の
古
例
大
祭
馬
頭
人
を
ご
奉
仕

な
さ
れ
ま
し
た
兒
島
裕
明
氏
よ
り
御
影
石
に
よ
る

大
杓
子
の
ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
。
ご
参
拝
の
際

は
、
莚
命
長
寿
・
無
病
息
災
の
縁
起
物
と
し
て
、

古
来
よ
り
謂
れ
の
あ
る
「
お
多
賀
杓
子
」
を
撫
で

て
頂
き
、
よ
り
一
層
多
賀
の
大
神
様
の
御
神
徳
を

お
受
け
下
さ
い
。

　
十
二
月
三
日

境
内
東
側
ト
イ

レ
は
竣
功
祭
を

終
え
、
参
拝
者

の
利
用
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は

大
変
ご
不
便
を

お
掛
け
致
し
ま

し
た
。

　
本
工
事
は
老

朽
化
に
伴
う
改
築
に
加
え
、
当
社
と
多
賀
町
が
災
害

時
の
避
難
所
提
携
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
避
難
者
五
十
人
あ
た
り
一
基
の
ト

イ
レ
と
な
る
よ
う

整
備
を
実
施
。

　
ま
た
、
今
回
の

建
て
替
え
に
よ
り
、

便
器
の
洋
式
化
や

車
イ
ス
の
方
も
ご

利
用
出
来
る
多
目

的
ト
イ
レ
を
新
設

す
る
な
ど
時
代
に

即
し
た
建
物
・
仕

様
と
な
り
ま
し
た
。

奉
　
納

境
内
東
側
ト
イ
レ
竣
功

祭 典 日 該当年

５月16日㈮ 古稀
（70歳）

昭和31年生
（1956）

５月30日㈮ 喜寿
（77歳）

昭和24年生
（1949）

９月23日㈫・㊗ 傘寿
（80歳）

昭和21年生
（1946）

10月12日㈰ 米寿
（88歳）

昭和13年生
（1938）

お問合せは　多賀大社 崇敬会まで 
ご連絡下さい

金婚莚寿祭莚寿祭
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●
献
灯
料

（
特
別
）　
（
変
更
な
し
）

�

二
〇
、〇
〇
〇
円

（
筒
型 

大
）　
三
、〇
〇
〇
円

　
　
　
↓

 

四
、〇
〇
〇
円

（
筒
型 
小
）　
一
、五
〇
〇
円

　
　
　
↓

二
、〇
〇
〇
円

（
大
）　
一
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
↓

一
二
、〇
〇
〇
円

（
普
通
）　
七
、〇
〇
〇
円

　
　
↓

八
、〇
〇
〇
円

　

多
賀
大
社
万
灯
祭
は
、
昭
和
三
十
年
よ
り

始
ま
り
、
七
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
近
年
の
諸
物
価
高
騰
に
よ
り
、
万

灯
祭
設
備
費
が
特
に
嵩
み
、
お
祭
り
の
運
営

に
相
当
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
甚
だ
恐
縮
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
今
後
の
万
灯
祭
維
持
継
承
に
向
け
、

こ
の
度
、
献
灯
初
穂
料
を
改
定
致
し
、
万
灯

祭
運
営
に
資
す
る
経
費
に
充
て
さ
せ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。
ご
献
灯
者

の
皆
様
方
に
は
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

献
灯
初
穂
料
改
定

〒522-0341 滋賀県犬上郡多賀町多賀 604
tel.0749-48-1101　　fax.0749-48-1105
 info@tagataisya.or.jp

http://www.tagataisya.or.jp

多賀大社 検 索

@tagataisya.official @tagataisya

　
昨
今
あ
ら
ゆ
る
物
の
値
段
が
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
神
社
で
は
お
守
り
の
金
額
な
ど
に

対
し
て
値
段
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
、
初
穂
料
と

表
現
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
初
穂
と
は
、
そ
の
年
に
初
め
て
収
穫

さ
れ
た
お
米
や
穀
物
の
こ
と
を
指
し
、
古
来
よ
り

神
社
に
捧
げ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
非
農
家
の
方
や
初
穂
の
季
節
が
過
ぎ
た
場
合
は

金
銭
を
納
め
、
こ
れ
を
初
穂
料
と
称
し
ま
し
た
。

　
従
っ
て
本
来
、
初
穂
料
の
金
額
は
定
ま
っ
て
お

ら
ず
、
納
め
る
側
の
心
ま
か
せ
で
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
は
い
く
ら
納
め
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い

為
、
初
穂
料
○
○
○
円
と
い
う
表
現
が
生
ま
れ
、

現
在
は
、
お
守
り
な
ど
の
金
額
に
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 記

後

集

編


